
農環研ニュース

東京大学と協定を結び組織的な連携と協力を強化

な実験・観察データを統計学的にみて適切な分析

とモデル化をするための手法の開発と応用を目指

しています。たとえば、生き物の“かたち”を比較

する形態測定学、化学組成データを解析するため

の統計手法、複雑な自然現象を記述するための一

般化線形モデルなどの研究課題があります。さら

に、生態系を構成する生物群集の多様性を理解す

るためには、それがたどった歴史を客観的に推定

するための手法の開発が必要です。遺伝子や形態

のもつ情報から生物群の過去を復元し、現状を把

握するための系統学的手法を開発し、それを多様

性の評価や保全生物学に応用する研究を行います。

農村緑地生態学分野は、農村の生態系について、

構造と機能の解明、変化の予測、保全と改善に関

する研究分野です。農村の生態系は、農林水産業

等を通じた長年の人間活動により形成・維持され

てき半自然生態系であり、そこでは人間活動に必

要な様々な緑地が、時間的・空間的なモザイクを

形成しています。農村緑地生態学では、このよう

な緑地のモザイクと、それが有する機能を、主に

生物生息空間としての機能に着目しながら評価し、

その機能を保全または向上させるための手法につ

いて研究を実施しています。そのため、主に景観

生態学の手法を活用しながらも、緑地創成学をは

じめ、植物、動物、森圏、水圏等に関する生圏シ

ステム学専攻の他の生態学分野のみならず、地形

学や人文地理学、農村計画学などの様々な研究分

野と連携しながら取り組む予定です。

農業環境技術研究所は、これまでも多くの大学と

協力しながら研究を進めてきました。その過程で大

学院学生の教育にも積極的関わってきました。今回

の東京大学大学院との協定はこうした流れをさらに

加速するものです。当研究所の研究成果や資料の蓄

積、研究施設・設備など研究資源を有効に活用して、

大学院学生の教育を行い、将来の農業環境技術の研

究を担う若い人材の育成に貢献することを狙いとし

ています。また、このことを通して、さらなる研究

情報の交流、共同研究の推進、人事の交流等が活性

化することを期待しています。
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総合科学技術会議薬師寺議員視察

研究統括主幹　　宮下　清貴

平成18年5月24日、総合科学技術会議薬師寺

議員が農業環境技術研究所を視察されました。理

事長からの、研究所の概要の説明の後、農耕地か

らの温室効果ガス発生、カドミウム汚染土壌の修

復技術、外来植物研究に関して、研究担当者から

説明を行いました。その後、ミニ農村、温室効果

ガス測定施設、インベントリー展示館等を見学し

ていただきました。短い時間でしたが、薬師寺議

員からは研究に関する質問とともに、多くのご意

見をいただきました。

パワーポイントによる研究の説明 ミニ農村見学　左２人目より薬師寺議員、佐藤理事長、上路理事、宮下統括主幹
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